
 
令和８（２０２６）年１月８日   

 
 

 

睦月（１月号） 
 

「2026年がスタート」 
 

新年あけましておめでとうございます。 

本年もよろしくお願いいたします。 
 

２０２６年、新しい年を迎えました。 

この１年が充実した年になるよう子どもたちは様々な希望をもって登校し

たことと思います。冬休みは楽しく過ごせたでしょうか。 

 

大晦日、「この１年、少しでも幸運が舞い込んできてほしい」という願い

を込めて、おせち作りに励みました。おせち料理は家族の健康と幸せ、そ

して豊かさを願う日本古来の文化が詰まったお料理です。煮しめや栗きん

とん、田作り、黒豆、伊達巻…。 

日本古来の文化、伝統と言いながらも時代は変わり「時短、簡単」のキ

ーワードを手掛かりに、AI にも手を借りてレシピを探し調理に取り掛かり

ました。（幸運を「時短、簡単」で手に入れようとは、気がとがめるところ

もありますが…） 

手元で何でもわかるネットの便利さについつい頼ってしまいますが、こ

れがなかなか「時短、簡単」にはいきません。その中で、自分好みの甘さ

でしっとりおいしくできたのが伊達巻でした。時短簡単レシピをもとに、

毎年分量や火加減を試行錯誤した結果、ようやくたどり着きました。 

今の時代「時短、簡単」で効率を求められることが多いですが、時間を

かけて自分の手を動かし、試行錯誤することで得られるものは大きいと実

感しました。 

子どもたちの学びはどうでしょうか。3 学期の学びが深まるよう「効率」

と並行して「試行錯誤や体験」を大切に進めていかれたらと思います。 

引き続き保護者の皆様のご理解、ご協力をよろしくお願いします。 

(教 頭) 


